




















































































推測するに、これは 1929 年の 7月のある日、最上層、中層と下層という３つの階
層の一日の叙景を描写しているものであることが分かる。そして、「D市七月叙景











































 中島敦『中島敦全集 3』（筑摩書房、2012）年譜により、447-450 頁。
12
 荘島ケイ子「敦と私」（高橋英夫 ·勝又浩 ·鷺只雄 ·川村湊『中島敦全集別巻』筑摩書房、
2002）236 頁。
13
 中島敦、全掲書（註 11）448 頁。
14

































































































たＫ時報に掲載されたあの重大事件についての場面は満州日報 1929 年 8 月 18 日
付朝刊の記事を参考にした18と指摘した。その記事によれば、あの重大事件とは当
時の日本政府が一般国民にはその真相を秘匿しようとして、国内の新聞やメデイ

























































































































 塚瀬進、前掲書（註 25）46-47 頁。
29
 西澤泰彦、前掲書（註 27）74 頁。
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